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【技術資料】 ブラウン運動するコロイド粒子の大きさの表現方法 Ⅱ 

固有粘度の測定について 

概要 

高分子の性質を理解するために必要な知識についてシリーズで解説しています。 

第 2 回目は、高分子のサイズ（大きさ）を表現する方法である固有粘度について解説します。 

固有粘度の求め方を述べた後、一点法について紹介します。末尾の【補足】で固有粘度が負になる現象

について文献を紹介します。 

 

固有粘度は高分子の解析を行う上で、重要なパラメーターです。 

固有粘度は物体をある溶媒に溶解した溶液において、一般に粘度が溶媒から上昇する現象に基づいて

算出されます。すなわち、溶媒の粘度をη0、濃度ｃ g mL-1の際の粘度をηとして、固有粘度[η]は、濃度を

薄めながら粘度ηを、比粘度   10   sp を濃度ｃで除した量、 csp / を濃度 0 へ外挿して得られる量

です。 

濃度と粘度の関係から固有粘度を求める式は種々提案されています。教科書では次の二つの式が取り

上げられ、それぞれの濃度依存性が逆になることを利用して、濃度 0 への外挿を容易にできる方法として採

用されていると思います。 

Hugginsの式1)      ck
c
sp 2


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Mead and Fuossの式2)       c
c

rel 2ln



      (2) 

η0： 溶媒の粘度、c g mL-1： 溶質の濃度、η：溶液の粘度、 

0 rel ：相対粘度、 1 relsp  ：比粘度 

その他にも、濃度 0 へ外挿して固有粘度を求めるための式が提案されています。代表的な例を挙げてみ

ました。 
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Staudinger and Henserの式4)    ckcsp   ln)/(ln   (4)   

Martinの式5)       }exp{ ckcsp        (5) 
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Schrameckの式7)       msp mckc /1 1       （7） 
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Sakaiの検討結果によれば、濃度 0 に外挿する際の最も優れる式は、Martinの式です8)。（良く見ると式（4）

と式（5）は同じです。Ｓａｋａｉ以外の文献でも、Ｍａｒｔｉｎの式の方が引用されることが多いようです。理由は良く

分かりません。） 

さて、簡便のため、濃度１点で測定する方法が色々と提案されています。これらの中で有効な方法としては、

次の式があります。 

Solomon-Cuita9)   relsp ln
2  

c
       （8） 

 

F.W.Billmeyer,Jr10) 
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によって求める。 

 

これらは、式(8)と(9) は、ηsp<0.6 であれば、誤差 5 ％以下となり、(C)式はηsp=1.5 程度の値の場合に誤

差が 5 ％以下となります12)。なおR.PamiesらもSolomon-Cuitaの式（10）の誤差について論じた報告を提出し

ています。 

 

各種規格の中では 

式(8)は JIS K 6720-2:1999 （ISO-1060-2:1998）｢プラスチック－塩化ビニルホモポリマー及びコポリマー 

(PVC) －第 2 部： 試験片の作り方及び諸性質の求め方｣で採用されています。 

 式(9)は ASTM D4603 - 03 “Standard Test Method for Determining Inherent Viscosity of Poly(Ethylene 

Terephthalate) (PET) by Glass Capillary Viscometer”で採用されています。 

式(10)は K 7367-1:2002(ISO 1628-1:1998) ｢ プラスチック－毛細管形粘度計を用いたポリマー希釈溶液

の粘度の求め方－第１部：通則｣に採用されています。 

 

適用分野 

プラスチック・ゴム、繊維・紙・木材・パルプ、医薬品、化粧品、農薬 
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【補足】 

[η]は常に正とは限りません。オリゴマーの領域で負になる場合が知られていますＡ1）。 
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